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急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分

l
iア
メ

y
カ
「
急
速
税
務
減
価
償
却
」
研
究
同

l
i
高

寺

貞

男

税
務
会
計
で
は
い
わ
ゆ
る
急
速
税
務
減
価
償
却
(
二
倍
定
率
法
、
算
術
級
数
逓
減
法
な
ど
)
が
適
用
さ
れ
、
他
方
財
務
会
計
で
は
定
額
法

に
よ
っ
て
減
価
償
却
計
算
が
あ
こ
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
上
う
な
場
令
に
は
(
法
人
〉
所
得
税
の
支
払
が
一
時
的
ま
た
は
永
久

的
に
延
期
さ
れ
る
。
所
得
税
が
利
益
処
分
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
攻
国
で
は
、
右
む
よ
う
念
事
態
に
直
面
し
て
も
一
応
問
題
山
お
己

る
余
地
は
た
い
が
、
所
得
税
を
費
用
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が
一
般
的
会
計
実
務
と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
繰
延
ベ

b
れ
た
所
得

税
を
い
ろ
い
ろ
左
方
法
ハ
未
払
費
用
法
、
附
加
減
価
償
却

l
評
仙
勘
定
訟
)

に
よ
っ
て
期
間
配
分
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
が
必
然
的
に

生
じ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分
」
問
題
に
つ
い
て
ま
ず
意
見
を
表
明
し
た

γ
メ
リ
カ
公
認
会
計
士
協
会

(
A
I
A
)
会
計
手
続
委
員
会
の
内
部
の
見
解
が
完
全
に
-
一
つ
に
わ
れ
て
い
る
己
と
は
、
す
で
に
本
研
究
白
第
三
部
「
急
速
税
務
減
価

償
却
と
企
業
会
計
上
白
減
価
償
却
」
(
経
済
論
叢
、
昭
和
=
三
年
七
月
号
、
所
載
|
|
以
下
「
前
杭
L

と
い
う
)
に
沿
い

τ
の
ベ
た
通
り
で
あ
る
。

す
左
わ
ち
、
会
計
手
続
委
員
会
は
急
速
税
務
減
価
償
却
の
公
認
後
い
ち
は
叩
く
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
サ

1
l定
率
減
価
償
却
」
を

急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
の
配
分

第
A
4
一二巻

ゴL
'h 

部

号



急
速
税
務
減
仙
償
却
と
所
得
税
白
期
間
の
配
分

第
八
十
三
巻

九
ノ、

第
二
日

「
会
計
士
雑
誌
」

一
九
五
四
年
二
一
月
号

ι発
表
し
、
そ
山
第
四
パ
一
フ
グ
ヲ
ア
に
お
い
て
、
償
却
資
産
の
規
則
的
取
替
え
と
漸
次
的
拡

張
が
お
こ
な
わ
れ
る
正
常
な
状
態
の
継
続
企
業
で
は
所
得
税
は
か
ぎ

U
な
く
繰
延
へ
ら
れ
る
か
ら
、
所
得
税
の
期
間
配
分
を
な
す
必
要

は
な
い
と
い
う
見
解
(
以
下
「
正
常
状
態
不
要
論
」
ま
た
は
「
例
外
状
態
必
要
論
」
と
い
う
)
を
表
明
し
、

そ
れ
は
委
員
会
山
大
多
数
白
メ
ン

バ
ー
す
な
わ
ち
一
二
名
中
一
九
名
の
委
員
(
リ
ン
ド
ク
ウ
ィ
ス
ト
、
カ
ル
ド
ウ
ヱ
ル
二
陀
、
コ
ー
ル
マ
ン
、
ー
ノ
ラ
ッ
ト
リ
l
、
ゴ
ッ
ド
フ
リ
1
、ハ

イ
ム
ピ
ュ
ヒ
ャ

1
、
ヒ
ギ
ン
ヌ
、
キ
l
テ
f

ン
グ
、
マ
ク
レ
ナ
ン
、
マ
ロ
イ
、
マ
ッ
ク
レ
ヤ
、
ビ
1
プ
ル
ズ
、
ベ
エ
リ
l
、
キ
1
7
ン
、
ス
チ
ュ
ア
l

}
、
グ
ァ
1

ン
ッ
、
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
ズ
、
プ
ロ
1
)

に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
が
、
他
の
二
名
田
委
員
(
ス
タ
ン
ズ
、
メ
ー
て
る

は
繰
延
べ
所
得
税
が
重
要
と
な
る
場
合
に
は
常
に
所
得
税
の
期
間
配
分
主
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
(
以
下
「
不
要
論
」
と
い

う
)
を
も
っ
て
、
そ
れ
に
反
対
し
た
。

で
は
、

「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分
」
問
題
に
つ
い

τ
ア
メ
リ
カ
会
計
学
会

(
A
A
A〉
会
社
財
務
諸
表
概
念
・

基
準
委
員
会
は
い
か
な
る
見
解
を
い
だ
H
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
委
員
会
内
部
の
意
見
が
一
致
し
た
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

と
の
聞
い
に
答
え
る
手
が
か
り
正
し
て
、

諭
」
誌
上
に
発
表
し
た
「
会
社
財
務
諸
表
会
計
・
報
告
基
準

1
l
一
九
五
七
年
改
一
訂
版
」
を
ま
ず
ひ
も
と
く
こ
と
に
し
よ
う
。
注
意
深

う
な
見
解
白
対
立
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か

当
委
員
会
が
一
昨
年
一
。
月
に

「
会
計
学
許

く
読
ん
で
み
る
と
、
そ
の
中
の
「
所
得
税
」
と
い
う
節
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
務
会
計
と
税
務
会

計
の
間
の
損
益
白
年
度
所
属
の
重
要
な
「
相
違
は
、
時
折
(
将
来
租
税
節
減
が
期
待
さ
れ
る
場
合
に
は
)
ハ
所
得
税
の
〕
前
払
あ
る
い
は

(
期
待
が
反
対
で
あ
る
場
合
に
は
)
未
払
と
し
て
記
録
さ
れ
て
表
不
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

b
、
こ
れ
等
の
項
目
は
資
産
ま
た
は

負
債
の
普
通
の
性
質
を
一
が
す
も
の
で
は
た
い
。

将
来
治
と
る
か
も
し
れ
な
い
〔
所
得
税
の
〕

相
殺
は
し
ば
し
ば
並
外
れ
て
不
確
実
な
も

。
と
な
り
易
い
。

そ
し
亡
〔
所
得
税
の
]
発
生
主
義
に
も
と
ず
く
取
扱
い
ド
は
多
く
の
事
例
に
お
い
て
起
だ
し
く
復
雑
で
あ
る
。
し
た
が



づ
亡
、
発
生
〔
主
義
〕
に
よ
る
表
示
は
、
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
混
乱
世
与
え
る
か
も
し
れ
ず
、
白
ぞ
ま
し
く
な
円
。
」

会
社
財
務
諸
表
概
念
・
基
準
委
員
会
の
総
メ
ン
バ
ー
占
星
中
ム
ウ
ニ
グ
ツ
委
員
の
み
は
、
会
社
所
得
税
の
大
巾
の
引
下
げ
ま
た
は
廃
止
は
ほ

と
ん
ど
期
待
さ
れ

ιい
し
、
ま
た
会
社
企
業
が
利
益
を
う
る
見
込
は
非
常
に
高
い
か
ら
、
所
得
税
の
相
殺
は
充
分
確
尖
に
な
さ
れ
る
と
レ
う
論
拠
に
も

と
ず
き
、
所
得
税
白
「
未
払
ま
た
は
前
払
は
勘
定
お
よ
び
財
務
諸
表
自
体
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
脚
注
と
い
う
ガ
ラ
ク
タ
の
放
込
場
所
へ
移
す

べ
き
で
な
川
」
と
反
対
怠
見
を
の
べ
て
い
る
。

注
記

右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
会
社
財
務
諸
表
概
念
・
基
準
委
員
会
の
大
多
数
の
メ
ン
バ
ー
(
マ
ウ
ッ
、
プ
ヲ
v
ク
、
ダ
ピ
ァ
ド
λ

ン
、
ヒ
ル
、

ス
ミ
ス
、
ヴ
ア
ヴ
タ
1
)

は、

損
益
の
年
度
所
属
の
重
要
な
相
違
が
介
在
す
る
場
合
と
い
え
ど
も
所
得
税
白
期
間
配
分
を
在
す
乙
と
は
の

ぞ
ま
し
く
な
い
と
し
、
ム
ウ
ニ
ヅ
ツ
委
員
だ
け
が
そ
の
必
要
を
力
説
し

τい
る
。
あ
ら
た
め
て
己
と
わ
る
ま
で
も
た
く
、
彼

b
が
こ
こ
で

表
明
し
て
い
る
意
見
は
、
完
全
に
対
立
し
て
い
る
が
、
あ
く
主
で
一
般
的
命
題
で
あ
る
か
ら
、
定
額
減
価
償
却
と
急
速
税
務
減
価
償
却
と

が
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
般
的
命
題
と
い
え
ど
も
時
と
し
て
そ
デ
ィ
フ

ァ
イ
さ
れ
て
特
殊
た
事
例
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
の
よ
う
に
簡
単
に
割
切
る
こ
と
は
早
急
の
モ
し
り
を
ま
の
が
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
幸
い
な
己
と
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
大
学
教
授

M
・
ム
ウ
二
ッ
ツ
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
准
教
授
T
・
M
・

ヒ
ル
沿
よ
ぴ
ジ
ョ

y
-
ホ
プ
キ

Y

A
大
学
教
授

S
・
ダ
ピ
ッ
ド
ス
ン
(
い
ず
れ
も
会
社
財
務
諸
表
概
A
A

・
基
躍
委
員
会
の
メ
ソ
バ
1
)

は
、
モ

れ
ぞ
れ
「
会
社
財
務
諸
表
会
計
・
報
告
基
準
1
i
l
一
九
五
七
年
改
訂
版
」
と
前
後
し
て
「
会
計
学
評
論
」
誌
上
に
論
文
を
発
表
し
、
定

相
減
価
償
却
と
急
速
税
務
減
価
償
却
と
が
併
用
さ
れ
た
場
合
の
所
得
税
の
期
間
配
分
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い
論
争
記
沿
己
な
っ
て

急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
の
配
分

第
八
十
三
巻

'::I'L 
七

第
二
号



急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
り
期
間
の
回
分

第
八
十
三
巻

九
ノ¥

第
二
号

四

い
る
。モ

己
で
ま
ず
、
本
稿
で
は
‘
さ
き
に
の
ベ
た
自
ら
一
の
問
い
に
自

b
答
え
る
べ
〈
、
右
の
論
争
の
あ
と
を
た
ど
る
己
と
と
し
よ
う
。
も

と
よ
り
、
こ
れ
だ
け
が
本
稿
白
目
的
で
は
た
い
。

A
I
A会
計
手
続
委
員
会
の
「
会
計
研
究
公
報
」
に
考
察
白
範
閤
を
限
定
し
た
の
で

「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分
」
問
題
の
一
角
に
た
ど
日
つ
く
こ
と
し
か
で
き
た
か
っ
た
前
摘
を
補
完
し
、
さ
ら
托
広

範
な
視
野
か
ら
問
題
に
接
近
す
る
た
め
に
、
本
一
相
は
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
前
和
田
続
き
で
あ
り
な
が
ら
、
表
庖
が
改
め
ら
れ
た
わ
け
も

と
こ
に
あ
る
)
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
本
稿
白
考
察
白
焦
点
は
右
の
論
争
山
過
程
に
あ
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
数
に
余
格
が
あ
れ
ば
参
考

の
た
め
刀
ナ
ダ
公
認
会
計
士
協
会

(
C
I
C
A
〉
会
計
・
監
査
研
究
委
員
会
白
「
研
究
公
報
第
一

O
号
」
に
も
一
瞥
を
く
れ
、
最
後
代

私
見
を
白
ベ
て
む
す
び
と
し
た
い
。

ω
』『
kr口
oE昌
己
目
。
ロ
炉

2
0ロ
再

E
m
p
c
z血ロ
3
・
tkrnnEEM島
田

2
2
h
n
U
回

E
r
z
H
M
Z。
'
E
ロ
2
7ヨ
問
中
国
巳

E
n
o
ロ
4
B
O
H
E
M
S
J

LZ善
弘
久
』
号
室
主

S
4・ロ
2
・
5
M
P
S
-
寸
可
羽
田

会
計
手
続
委
員
会
の
大
多
数
の
メ
y
J
I
は
「
一
止
情
状
態
不
要
論
」
に
賛
成
し
て
い
あ
が
、
彼
ら
と
て
も
急
以
説
務
減
価
償
却
と
定
組
減
価
償
却

と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
脚
注
に
よ
っ
て
表
一
目
す
る
ζ

と
ま
で
再
定
L
t
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

A
I
A
研
究
主
任
プ
ロ
ー
は
、

税
務
会
計
の
み
に
お
い
て
償
却
法
の
変
更
す
沿
わ
ち
急
速
税
務
減
価
償
却
む
採
川
が
お
こ
な
わ
れ
、
肘
務
会
計
で
は
い
ぜ
ん
と
し
て
定
額
法
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
場
合
に
、
も
し
租
税
引
下
げ
へ
の
影
響
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
方
松
白
変
更
に
閑
す
る
表
示
が
要
草
さ
れ
る
、
主
解
説
し
て
い
る
。

(
口
型
自
ω口
町

田

E同
月
M

・
E
・-
E
K
F
n
n
。
吉
弘
E
岡
山
口
ι
k
H
ロハ出口ロ問可】円。
z
o
g
ω
J
F号
、
言
内
と
‘
』
内
向
。
宅
苦
言
、
.
司
与
冨
日
F
]
V
2
・〉

需
は
か
わ
る
が
、
「
必
要
論
」
#
は
そ
の
す
べ
て
が
、
特
別
償
却
と
急
速
税
務
州
側
附
却
の
い
ず
れ
で
も
そ
れ
ら
が
企
業
去
引
上
の
減
価
償
却
と

い
ち
ぢ
る
し
く
食
追
う
場
合
に
は
、
常
に
所
得
税
白
期
間
配
分
を
要
求
す
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
c

た
と
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
本
文
に
あ

げ
て
い
る
「
必
要
前
」
者
ス
タ
て
ス
が
以
前
に
金
計
子
統
委
員
会
の
要
員
で
あ
っ
た
時
に
発
表
さ
れ
た
「
会
計
研
究
公
報
第
一
一
一
一
一
日

l
l所
得
加
の

た
め
の
会
引
」
の
中
に
、
特
別
償
却
と
定
額
減
価
償
却
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
所
得
税
の
期
間
配
分
を
お
こ
な
う
こ
と
を
す
す
め
た
パ
ラ



グ
ラ
ブ
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
程
僻
さ
れ
上
う
。

(
q
h
p
H
K戸・ロ
o目
自
民
官
。
。
ロ
』
n自
己
旦
百
四

3
1
0
2品
目
0・
Ekr日
。
白
一
旦
田
岡
田
E
2
2
H
M
回己
-
2
5

z。・
N
u
i
k
v
Rロ毘
E
間
同
日

E
g目。、
U
M
S
.
-
u
L
P足
立
悼
邑
ミ
』
R
E時
五
倫
理
子
宮
出
-
H申
告
・
司
叶
印
)

川

W
K戸
KPKF回
口
。
呂
田
5
0
0
0ロ

no口。。口
E
m
H
H山
田
E
ロ
品
川
氏
骨
司
ロ
白
o
n
q
E間
口
。
G
o
E
Z
出
回
EMEm-
印
訂
宵
日
O
E
P
a
a
〉
nnoロ
凶
行
百
四
自
民

国

4
0
Z
E凹
印
Z
昆
旦
内
宮
崎
o-門
口
耳
切
。
E
H
O
Eロ
E
E巳
凹
E
Z
B
E
E
-
H回
日
目
。
zmh。国
J

』
町
内
君
主

sh同
E
R
S
-
P
Z
呂町寸
-
E
V
E
H
l
E
N

ω
H
r
E・
3
・
忠
岡
山
品
目
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「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分
」
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
の
発
端
を
作
っ
た
の
は
、
ム
ウ
ニ
ッ
ツ
が
「
会
計
学
評
論
」

一
九
五
七
年
四
月
号
に
発
表
し
た
「
財
務
諸
表
に
お
け
る
所
得
税
」
と
題
す
る
論
文
で
あ
っ
た
。
彼
が
モ
こ
に
お
い
て
「
必
要
論
」
を

強
力
に
主
張
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
の
末
尾
で
指
摘
し
た
が
、
論
争
の
あ
と
を
た
ど
る
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
彼
の
一
「
必
要
論
」

の
論
拠
を
要
約
す
る
己
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

税
務
会
計
に
お
い
て
あ
る
種
り
控
除
項
目
が
早
期
計
上
さ
れ
た
場
合
、
損
金
が
費
用
を
超
過
す
る
期
間
に
節
減
さ
れ
た
所
得
税
は
、
損
金
が
費
用
以

下
に
な
る
期
聞
に
欠
損
が
生
じ
、
し
か
も
そ
の
繰
民
し
が
で
き
な
い
(
で
ぎ
る
)
な
ら
ば
、
決
し
て
支
払
わ
れ
ず
、
相
殺
さ
れ
な
い
。
(
さ
ら
に
所
得

税
は
節
減
さ
れ
る
)
反
対
に
そ
の
期
間
に
利
益
を
あ
げ
た
が
、
税
率
が
引
下
げ
〔
引
ト
げ
)
ら
れ
る
な
ら
ば
、
以
前
に
節
減
さ
れ
た
所
得
税
は
、
一
部

の
み
が
支
払
わ
れ
て
部
分
的
に
し
か
相
殺
き
れ
な
い
。
(
完
全
に
相
殺
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
所
得
税
は
増
え
る
)
し
か
し
、
は
と
ん
ど
の

場
合
、
同
将
来
所
得
税
の
税
率
は
現
行
水
準
に
大
体
維
持
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
し
、
ま
た
側
企
業
は
将
来
、
課
税
所
得
を
稼
得
す
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
か
ら
、
所
得
税
は
完
全
に
あ
る
い
は
そ
の
大
部
分
が
相
殺
さ
れ
る
と
み
て
よ
い
。

急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
の
配
分

第
八
十
=
巻

九
九

第

号

五



急
速
税
務
減
価
償
却
左
所
得
税
の
期
間
。
配
分

第
八
十
三
巻

。。
tf'; 

号

~­ノ、

同
様
の
事
態
は
あ
る
償
却
資
産
に
た
い
し
納
税
巾
告
書
で
は
急
速
読
務
減
価
償
却
が
適
川
さ
れ
、
財
務
会
計
で
は
定
額
減
制
償
却
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
場
合
に
も
生
ず
る
。
す
な
わ
も
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
咋
ず
る
合
衆
国
か
ら
の
借
入
れ
(
和
税
債
務
)
は
い
つ
か
支
一
払
わ
ね
ば
な
ら
な
レ
。
も
っ

と
も
、
付
加
的
に
前
と
同
様
の
償
却
資
産
を
企
業
が
取
得
す
る
な
ら
ば
、
新
し
い
借
入
れ
(
租
税
債
務
)
の
契
約
を
政
府
主
取
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
ま
た
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
継
統
企
業
が
そ
の
負
債
が
満
期
に
な
る
と
返
済
す
る
か
わ
り
に
借
換
え
た
り
、
ま
た
は
新
た
に
別
の
負
債
を
借
入

れ
た
り
し
て
、
決
し
て
現
実
に
返
済
さ
れ
る
と
と
の
な
い
負
債
を
常
に
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
財
務
諸
表
か
ら
負
債
を
取
除
く
と
い
う
主

張
は
成
立
た
な
い
よ
う
に
(
あ
た
か
も
、
地
球
は
山
市
に
太
陽
の
ま
わ
り
を
廻
転
し
て
い
る
が
、
こ
の
永
続
的
な
廻
転
の
あ
る
時
点
に
お
け
る
地
球
の
位

書置
tJ! 

さわ
れれ
オドミ わ
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なに
らユ
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し¥、て
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て
貫

要
で
あ
る
よ

う

) 、

租
税
債
務
が
繰
延
べ
ら
れ
て
も
、
そ
の
時
々
刻
々
の
状
態
は
勘
定
に
お
い
て
記
録
さ
れ
、
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ム
ウ
ニ
り
ツ
吋
、
他
。
「
必
要
論
」
者
と
同
じ
よ
う
に
、
特
別
償
却
と
急
速
税
務
減
価
償
却
の
い
ず
れ
が
採
用
さ
れ
て
も
み
し
れ
が
全
業
会
計
上
白

減
価
償
却
と
い
も
ぢ
る
し
く
食
違
う
か
ぎ
り
、
常
に
利
抑
制
側
償
却

l
評
価
勘
定
訟
に
よ
っ
て
所
得
税
の
期
間
配
分
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
ロ
こ
の
ご
と
は
、
会
社
財
務
諸
表
概
企
・
基
準
委
員
会
の
「
会
社
財
務
諸
表
会
計
・
報
告
基
準

l
一
九
五
七
年
改
一
訂
版
」
の
「
所
得
税
」
と

い
う
聞
を
批
判
し
て
、
ム
ウ
ユ

y

ツ
り
「
必
要
前
」
に
同
調
し
た
ワ
シ
ン
ト
シ
州
寸
大
学
准
教
授

E
-
S

ヘ
ン
ド
リ
ク
セ
ン
の
場
合
も
ま
っ
た
く

同
様
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
参
考
り
た
拍
へ
ン
ド
リ
ク
セ
ン
の
論
文
の
中
か
ら
「
急
速
税
務
減
価
償
却
正
所
得
税
の
期
間
配
分
」
に
関
連
す
る
冊
所
を
抜

出
し
て
、
そ
の
要
点
の
み
を
記
し
て
お
こ
う
。

会
社
財
務
諸
表
概
念
基
準
委
員
会
は
机
税
O
期
間
配
分
が
り
ぞ
ま
し
く
な
い
理
由
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
点
を
あ
げ
て
い
る
u

す
な
わ
ち
、

ω所
得
税
の
「
前
払
」
ま
た
は
「
未
払
」
は
資
産
ま
た
は
負
債
の
普
通
り
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
。

ω将
来
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
所
得
税
の

相
殺
は
し
ば
し
ば
並
外
れ
た
不
確
実
性
を
蒙
る
。
川
判
所
得
税
の
発
生
主
義
に
も
と
つ
く
取
扱
い
は
多
く
の
場
合
に
お
い
て
甚
が
し
く
複
雑
で
あ
る
と
。

イ
ン
ム
カ

A

し
か
し
、
第
一
一
第
三
白
根
拠
は
明
く
、
か
っ
「
純
益
の
決
定
は
推
定
の
使
用
な
ら
び
に
判
断
を
働
か
す
こ
之
を
要
求
す
る
複
雑
な
会
計
操
刊
宅
あ

る
L
K
い
う
委
員
会
。
見
解
と
一
致
し
た
い
。
会
計
に
お
け
る
不
確
実
性
は
税
税
の
配
分
問
題
を
無
担
す
る
こ
と
に
よ
。
て
避
け
ら
れ
る
も
の
で
は



な
い
。
ま
た
問
題
の
複
雑
性
は
問
題
を
い
叫
慌
し
士
り
ま
た
は
脚
注
で
の
み
そ
れ
を
取
扱
う
こ
と
の
充
分
な
理
由
と
は
な
り
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
第

一
の
理
由
は
よ
り
品
礎
的
な
も
の
で
あ
り
、
詐
削
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
委
員
会
は
れ
債
を
「
通
常
の
場
合
そ
の
返
巡
の
た
め
に
会
社
間

企
の
支
出
を
要
求
す
る
過
去
の
活
動
ま
た
は
出
来
事
か
ら
生
ず
る
「
企
業
〕
実
体
に
た
い
す
る
請
求
権
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、
租
税
配
ハ
勿

m
ら
生
ず
る
良
債
は
こ
の
定
義
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
期
待
さ
れ
る
将
来
白
活
動
か
ら
生
ず
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
企
業
実
体
に

た
い
ず
る
請
求
紘
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
ま
た
は
実
現
し
た
時

r、
か
つ
て
支
払
を
ま
の
が
れ
市
減
さ
れ
た
租
税
白
追
徴
を
う
け
る
資
産
は
、

そ
れ
か
ら
引
出
さ
れ
る
用
役
の
す
べ
て
の
流
れ
の
現
有
価
値
か
ら
用
役
目
実
批
に
と
っ
て
必
要
た
将
来
の
粗
税
支
払
の
現
在
価
値
を
控
除
し
て
表
示

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
将
来
租
税
支
払
を
な
す
義
務
は
資
産
の
使
用
次
第
で
き
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
士
と
え
ば
，
か
り
に
途
中
で

資
産
自
使
用
が
や
め
ら
れ
た
時
の
損
失
は
、
原
仙
マ
イ
ナ
ス
蹴
価
マ
イ
ナ
ス
租
税
節
減
額
で
あ
る
。

こ
O
よ
う
に
資
産
評
価
を
期
待
さ
れ
る
実
現
価
値
マ
イ
ナ
ス
実
現
過
程
を
完
成
す
る
た
め
に
期
待
さ
れ
る
費
用
宅
も
っ
て
表
現
す
る
考
え
は
新
し

い
も
り
で
は
な
い
ω

た
と
え
ば
、
会
計
手
続
委
員
会
の
「
会
計
研
究
公
報
の
再
表
明
と
改
訂

I
1
1会
計
研
究
公
報
第
四
三
号
」
に
よ
る
と
、
特
別
償

却
の
所
得
税
効
果
の
た
め
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
租
税
節
減
額
を
減
仙
償
却
引
当
金
勘
定
へ
貸
記
す
る
つ
ま
り
資
産
の
評
価
を
引
下
げ
る
方
法
が
提

案
さ
れ
(
七
九
瓦
〕
、
主
た
、
所
得
税
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
租
税
節
減
額
が
繰
延
べ
由
貿
用
勘
定
。
中
に
残
留
し
て
い
る
時
は
、
そ
れ
に
等
し
い
金

額
が
操
延
べ
費
用
勘
定
に
貸
記
さ
る
べ
き
で
あ
る
4

主
張
さ
れ
て
い
る
(
五

O
頁)。

と
こ
ろ
で
、
急
速
税
務
減
価
償
却
と
定
額
減
価
償
却
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
別
償
却
の
所
得
税
効
果
k
同
悼
の
取
扱
い
が
要
求
さ

れ
る
。
企
業
の
成
長
状
態
が
企
業
会
計
上
白
減
価
償
却
よ
り
も
税
務
減
価
償
却
を
継
続
的
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、
固
定
資
産
の

迫
正
な
評
仙
は
、
租
税
町
分
と
一
定
の
ま
た
は
増
加
す
る
固
定
資
産
評
価
勘
定
を
要
求
す
る
、
と
。
(
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仏
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干
の
反
論
」
を
「
会
計
学
一
評
論
」

右
白
主
う
た
ム
ウ
ニ
ヅ
ツ
の
「
必
要
論
」
が
公
表
さ
れ
る
干
、
ヒ
ル
は
た
だ
ち
に
「
所
得
税
の
期
間
相
互
間
の
配
分
に
た

H
す
る
若

一
九
五
七
年
七
月
号
に
発
表
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
を
あ
び
せ
か
け
た
。

急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
心
配
分

第
八
十
三
巻

。

第
二
号

七



急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
の
配
丹

弟
八
十
三
巻

心

第
二
号

ハ、

租
税
の
期
間
相
互
間
の
配
分
手
続
の
一
下
で
は
、
税
務
会
計
上
急
速
械
価
償
却
を
適
用
し
た
が
ら
、
財
務
会
副
で
は
定
額
法
に
よ
る
減
価
償
却
を
お
こ

な
っ
て
い
る
場
合
に
生
ず
る
租
税
の
繰
延
べ
現
象
の
表
示
と
説
明
の
た
め
に
は
、
ま
ず
将
来
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
租
税
債
務
を
確
定
す
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
い
き
は
二
つ
の
未
知
数
す
な
わ
ち
現
在
の
税
利
支
払
の
減
少
が
将
来
支
払
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
期

聞
の
税
率
と
企
業
所
得
水
準
と
に
依
存
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
ム
ウ
ユ
ヮ
ツ
は
そ
れ
ら
は
相
当
の
正
確
さ
を
も
っ
て
予
測
し
う
る
と
信
じ
て
い
る
。

ま
た
、

E
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目
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V
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開
・
)

に
よ
る
ま
で
も
な
く
、
課
税
所
得
は
償
却
資
産
ご
と
で
は
な
く
、
企
業
の
全
償
却
資
産
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
る
か
ら
、
拡
張
し
つ
つ
あ
る

設
備
ま
た
は
合
理
的
な
基
準
に
し
た
が
い
取
替
え
ら
れ
る
設
備
に
急
速
読
務
減
価
償
却
が
継
続
的
に
適
用
さ
れ
る
と
、
租
税
支
払
の
増
加
は
将
来
に
か

ぎ
り
な
く
引
延
ば
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
税
率
お
よ
び
所
得
水
準
の
み
で
な
く
、
将
来
の
償
却
資
産
の
取
得
。
パ
引
も
ま
た
下
測
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
も
し
急
速
税
務
減
価
償
却
が
将
来
廃
止
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
期
待
は
急
瀬
に
変
る
か
ら
、
政
府
の
組
税
政
策
も

ま
た
未
知
数
の
リ
ス
ト
に
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
行
税
法
の
関
係
規
定
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
を
前
擬
す
れ
ば
、
税
務
上
の

効
呆
か
ら
み
て
、
償
却
資
産
取
得
型
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

ω繰
延
べ
和
税
が
絶
え
間
た
く
増
加
す
る
払
揺
企
業
、

特
に
大
企
業
の
場
合
。

ω急
速
税
務
減
価
償
却
採
用
後
数
年
間
に
形
成
さ
れ
た
繰
延
べ
楓
税
額
が
一
定
に
と
ど
ま
る
大
・
安
定
企
業
の
場
合
Q

制
そ
の

額
が
予
測
悶
離
な
ほ
ど
不
規
則
に
変
動
寸
る
、
か
な
り
の
資
本
的
設
備
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
断
続
的
に
取
替
え
る
よ
り
小
規
模
の
企
業
の
場

〈口。

ωそ
の
額
は
減
少
す
る
だ
ろ
う
が
、
課
税
所
得
も
ま
た
縮
少
す
る
た
め
租
税
支
払
の
増
加
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
規
模
縮
少
企
業
の
場
合

と
こ
ろ
で
、
か
り
に
以
上
の
ベ
た
未
知
数

ω予
測
が
相
当
正
確
に
な
さ
れ
た
と
し
て
、
な
お
打
勝
つ
べ
き
障
害
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
よ
り

少
な
い
租
税
支
払
と
将
来
の
よ
り
大
き
い
租
税
支
払
と
内
聞
の
時
差
が
短
く
な
、
い
な
ら
ば
、
租
税
債
務
は
予
測
さ
れ
る
将
来
町
現
金
支
払
の
絶
対
額
で

表
示
す
る
乙
L

に
は
で
き
ず
、
そ
れ
に
か
え
て
現
在
価
値
で
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ム
ウ
ニ
ッ
ツ
は
こ
白
こ
と
を
完
全
に

無
位
し
て
い
る
。
か
れ
の
よ
う
に
訓
引
率
を
零
と
す
る
こ
と
は
、
山
相
税
の
繰
延
で
は
企
染
に
と
っ
て
な
ん
ら
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
支
持
し
が



た
い
似
定
を
必
要
L

乙
ず
る
。
ま
た
、
か
れ
は
脅
迫
の
負
債
(
た
と
え
ば
社
置
)
と
和
税
債
務
と
を
混
同
し
、
前
者
か
ら
後
者
を
類
推
す
る
と
い
う
誤
り

を
お
か
し
て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
丙
者
は
相
具
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
満
期
の
際
に
支
払
う
べ
き
金
額
(
自
己
R
5
1
m目
。
ロ
ロ
つ
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、

甜
者
。
現
在
価
値
の
第
一
次
的
決
定
要
因
は
年
々
支
払
う
利
子
〔
胃
口
。
色

0
0
0
8
E
官
官

5
己
ろ
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な

イ
ン
，
リ
ム

中
間
支
払
は
な
い
か
ら
、
そ
白
現
在
価
値
は
満
期
日
(
日
早
口
同
区
司
昔
日
ろ
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
借
換
え
ら
れ
る
負
債
と
繰
延
べ
ら
れ
る
租

税
債
務
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
む

多
く
の
場
合
、
右
の
租
税
債
務
が
相
殺
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
は
相
当
長
い
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
あ
る
適
当
な
割
引
率
が
適
用
き
れ
た
な
ら
ば
、
相
税

債
務
は
と
る
に
た
ら
白
金
額
(
ロ
o
E
H
m
M
E
σ
』

E
旦ド
3
0
r
引
下
げ
ら
れ
る
で
あ
λ
う
J
M
と
。

右
の
よ
う
に
、
ム
ウ
ニ
ッ
ツ
の
「
必
要
論
」
に
た
い
す
る
批
判
を
通
じ
て
、
租
税
債
務
は
多
く
の
場
合
止
る
に
た
ら
ぬ
金
額
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し

τも
そ
れ
を
確
定
す
る
作
業
白
多
く
白
未
知
数
白
予
測
を
前
提
と
し
た
け
れ
ば
な

b
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
ヒ
ル
は
、
所
得
税
の
期
間
配
分
を
在
す
忙
必
要
な
予
測
は
ま
っ
た
く
予
測
者
の
主
観
的
判
断
に
依
存
す
る
か
ら
、
と
の
上
う
な
会
計

士
ま
た
は
経
営
者
の
主
観
的
解
釈
を
歴
史
的
事
実
(
現
実
の
租
税
支
払
)
と
置
換
え
る
所
得
税
の
期
間
配
分
は
の
ぞ
ま
し
い
会
計
実
務
で

は
な
悼
と
W
う
見
解
(
以
下
「
不
安
諭
」
と
い
う
〕
に
到
達
し
た
d

こ
の
よ
う
に
ヒ
ル
白
場
合
に
は
、
損
益
の
一
千
民
帰
属
の
重
要
な
相
違
が
存
在
し
て
も
所
得
税
の
一
期
間
配
分
は
の
ぞ
ま
し
い
実
務
で
は

な
い
と
い
う
「
会
社
財
務
諸
表
会
計
・
報
告
基
準
1
1
l
一
九
五
七
年
改
訂
版
」
の
一
般
的
命
題
が
急
速
税
務
減
価
償
却
と
定
額
減
価
償

却
と
が
併
用
さ
れ
た
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
貫
徹
L
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
か
れ
と
て
も
納
税
申
告
書
と
財
務
諸
表
と
の
問
の
減
価
償

却
の
相
違
を
付
属
明
細
表
に
沿
い
て
報
告
す
る
こ
と
ま
で
再
定
し
て
い
な
い
。
い
た
む
し
ろ
、
そ
の
と
と
を
所
得
税
の
期
間
配
分
手
続

。
復
雑
さ
に
か
わ
る
よ
り
単
純
友
直
接
的
手
段
と
し

τ
つ
ぎ
の
よ
う
に
強
調
さ
え
し
て
い
る
。

急
速
覗
務
誠
価
償
却
と
所
得
税
の
期
聞
の
配
分

第
八
十
三
巻

。

t再

号

九



急
速
税
務
減
価
償
却
し
乙
所
得
税
目
期
聞
の
配
分

第
八
十
三
巻

。
凹

第

号

。

互

理署
配所
分得
手と
続課
で税
お前
こ企
な業
う1"1
ベ益
きと
での
は聞
なの
く相
、違

そを
れ肘
に務
治、諸
わ表
りに
か報
か告
るす
相る
、
品」

をと
[}I士
きき
オ6 オフ
こめ
L て
たの
原ぞ
困ま
を L
付い
属こ
明と
細で
表あ
t乙る
表が
一一 、
万七Z

L そ
、れ

さは
ら租
に税
右の
の期
相同
具相

を
永
久
的
な
も
の
と
一
時
的
な
も
の
に
分
類
し
、
後
者
の
よ
う
に
年
度
所
属
の
相
違
か
ら
生
ず
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
相
殺
さ
れ
る
期
間
も
ま
た

〉4
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ム
ウ
ニ
ッ
ツ
の
「
必
要
論
」
に
た
い
す
る
批
判
は
、
以
上
の
ベ
た
よ
う

r、
ま
ず
ヒ
ル
に
よ
っ
て
手
が
け
ら
れ
た
が
、
続
い
て
ダ
ピ

ッ
ド
ス

γ
が
追
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
忙
批
判
の
第
二
の
矢
を
は
在
っ
た
。

タ
ピ
ッ
ド
月

γ
は、

A
A
A
研
究
主
任
と
し
て
、
ム
ウ
ニ
ッ
ソ
白
論
文
が
掲
載
さ
わ
た
「
会
計
学
評
論
L

一
九
五
七
年
同
月
号
に
お

い
て
す
で
に
研
究
課
題
と
し
て
「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
白
期
間
配
分
」
問
題
を
採
上
げ
、
か
か
る
問
題
へ
の
接
近
方
法
と
し

て
A
I
A会
計
手
続
委
員
会
白
「
会
計
研
究
公
報
」
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
命
題
(
「
正
常
状
熊
不
要
論
」
)
の
前
提
土
な
っ
て
い
る
設
備
の

多
か
れ
少
た
か
れ
継
続
的
な
取
替
え
と
い
う
仮
定
を
吟
味
す
る
と
と
の
重
要
に
つ
い
て
百
及
し
で
い
た
が
、
こ
り
上
う
な
研
究
方
法
に

し
た
が
っ
た
自
己
の
研
究
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、

「
余
計
学
評
論
」

一
九
五
八
年
四
月
号
に
「
加
速
償
却
し
仁
所
得
税
の
配
分
」
L
L

題
す



る
論
文
を
発
表
し
、
そ
こ
に
沿
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
ム
ウ
ニ

y

ツ
の
「
必
要
論
」
に
た
い
す
る
批
判
を
さ
ら
に
一
歩
推
進
め
る
と
同
時

に
、
さ
ら
に
所
得
税
の
期
間
配
分
を
必
要
と
す
る
例
外
的
状
態
を
詳
細
に
説
明
す
る
と
と
に
よ
っ
て
「
正
常
状
態
不
用
論
」
の
内
包
と

外
延
を
よ
り
明
確
に
え
が
き
だ
し
た
。

ム
ク
ユ
ザ
ツ
は
納
税
申
告
書
と
財
務
諸
表
主
の
聞
に
お
け
る
減
価
償
却
の
年
度
所
属
の
相
違
に
よ
っ
て
あ
る
期
間
に
生
じ
た
税
務
上
の
効
果
は
の
ち

の
あ
る
期
間
に
相
殺
さ
れ
る
と
い
う
立
場
か
ら
租
税
債
務
の
存
在
を
考
え
て
い
る
。
も
し
、
所
得
税
が
個
々
の
資
産
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
士
所
得
に

も
と
ず
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
仮
え
は
正
当
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
企
業
全
体
の
所
得
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
継
続

企
業
に
と
η

て
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
右
の
よ
う
な
相
殺
効
果
は
あ
り
え
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
租
税
債
務
も
存
在
し
な
い
。
ム
ウ
-
コ
ツ
は
、
租
税

の
期
間
配
分
は
妥
当
か
い
な
か
、
和
税
債
務
は
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
基
準
と
し
て
、
制
将
来
税
率
は
現
行
水
温
に
維
持
さ
れ
る
こ
土
が
期

待
さ
れ
る
か
、
山
川
将
米
課
税
所
得
を
う
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
他
の
二
つ
の
基
準
が
存
在
す

る。

ω減
側
償
却
法
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
税
務
法
規
が
現
行
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
、
制
償
却
資
産
に
た
い
す
る
規
則
的
投

資
政
策
は
維
持
さ
れ
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
問
題
に
た
い

L
肯
定
的
な
答
え
が
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
組
税
債
務
は
存
在
せ
ず
、
ム
ウ
ニ
ッ
ツ
が
指
摘
し

て
い
ゐ
基
準
は
採
上
げ
る
必
要
は
な
い
。

ま
た
、
ム
ウ
ニ
γ

ツ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
社
債
と
急
速
税
務
減
価
償
却
に
よ
る
租
税
債
務
と
の
比
較
は
要
点
を
は
ず
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
社
債

発
行
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
負
債
は
、
必
要
と
さ
れ
る
将
来
の
割
チ
支
払
の
割
引
現
在
価
値
か
ら
大
部
分
な
り
た
っ
て
い
る
。
事
実
、
品
川
に
借
換
え
ら

れ
る
社
債
の
場
合
に
は
将
来
。
利
子
支
払
白
現
在
価
値
が
負
債
の
尺
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
利
子
車
零
で
永
続
的
に
借
換
支
ら
れ
る
社
債
は
現
尖
に

あ
り
は
し
な
い
が
、
も
し
発
行
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
負
債
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
明
ら
か
に
石
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
取
引
は

贈
与
(
四
日
)
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
継
続
企
業
が
規
則
的
な
投
資
を
続
け
て
ゆ
く
場
人
ロ
に
急
速
税
務
減
問
償
却
の
適
用
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ

記
述
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分

第
八
十
一
一
巻

。
五

第
二
日



急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分

第
八
十
三
巻

。
プミ

第
二
号

れ
る
効
果
、
す
な
わ
ち
永
久
的
な
所
得
税
O
支
払
節
減
は
ま
さ
に
そ
の
好
例
で
あ
る
。

ω減
何
民
却
法
に
つ
い
て
白
税
務
規
定
の
維
持

税
務
法
規
の
歴
史
の
す
べ
て
が
お
し
え
て
い
る
よ
う
に
一
度
税
務
上
町
特
典
が
公
認
さ
れ
る
や
、
そ
の
廃
止
は
議
会
に
と
っ
て
非
市
に
困
難
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
従
前
町
規
定
へ
の
逆
戻
り
が
租
税
負
担
を
豆
〈
す
る
よ
ラ
な
場
合
に
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
行

の
減
価
償
却
規
定
は
あ
ま
り
に
も
覚
大
で
あ
る
か
ら
元
に
戻
そ
う
主
議
会
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
一
目
す
も
の
は
な
い
。
反
対
に
、
覚
大
で
は
な
い
か
ら

も
っ
と
急
退
化
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
さ
え
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
税
法
上
の
論
議
は
も
っ
ぱ
ら
税
率
の

引
下
げ
(
ム
ウ
ニ
ァ
ツ
の
あ
げ
て
い
る
某
準
例
)
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
減
価
償
却
規
定
の
旧
規
定
へ
の
逆
戻
り
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。

急
速
読
務
減
価
償
却
が
一
九
四

O
年

一

九

丘

O
歳
入
法
に
よ
る
六

0
カ
月
特
別
償
却
と
異
る
点
は
、
そ
の
償
却
規
定
の
永
続
性
と
一
般
的
適
用
性

と
に
あ
る
。
特
別
償
却
は
「
必
要
在
明
書
」
を
与
え
ら
れ
た
設
備
に
の
み
認
め
ら
れ
、
継
続
的
投
資
が
計
画
さ
れ
た
場
合
と
い
え
ど
も
、
新
設
備
が
証

明
を
う
け
る
と
い
う
伊
証
は
な
い
。
し
た
が

7
1、
そ
れ
が
財
務
諸
表
に
表
示
さ
れ
た
減
価
償
却
を
超
土
、
か
っ
ム
ウ
三
ヅ
ツ
の
あ
♂
て
い
る
基
準
に

合
致
す
る
な
ら
ば
、
租
税
の
相
殺
効
果
は
お
こ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
急
速
税
務
減
価
償
却
の
場
合
は
す
べ
て
の
資
産
に
持
続
的
に
適
用
し
う
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
生
じ
な
い

ω規
則
的
投
資
政
策
の
維
持

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
、
資
本
的
資
産
の
年
々
の
取
得
は
前
年
度
の
そ
れ
と
同
じ
か
ま
た
は
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
主
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
も

ろ
ん
、
成
長
の
歩
み
の
聞
に
相
対
的
減
少
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
通
常
の
状
態
で
は
右
の
よ
う
な
仮
定
に
包
摂
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
一
九

四
七
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
の
一

0
年
聞
に
生
席
耐
久
財
へ
の
総
投
資
は
平
均
し
て
年
六
%
の
成
長
半
を
も
っ
て
増
加
し
た
。

一
九
四
九
年
去
一
九

五
四
年
に
は
前
年
度
以
下
に
投
資
は
低
下
し
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
そ
れ
は
五
%
以
下
に
は
さ
が
ら
ず
、
急
速
に
回
復
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
経

済
全
体
と
し
て
は
、
規
則
的
な
あ
る
い
は
拡
張
的
な
投
資
は
過
去
に
お
い
て
な
さ
れ
て
き
た
と
い
え
土
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
個
々
の
企
業
の



投
資
が
す
べ
て
成
長
し
、
ま
た
は
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
窓
味
し
な
い
。
資
本
的
資
産
へ
の
投
資
が
低
下
傾
向
に
あ
る
瀕
死
の
企
業
に
お
い
て
、
か
り

r

死
滅
の
年
度
に
所
得
を
う
る
こ
、
と
が
見
込
ま
れ
る
な
b
ば
、
租
税
債
務
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
主
企
業
が
所
得
を
う
る
と
は
と

う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
(
閣
の
蒸
準
が
み
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
同
心
基
咋
が
み
た
さ
れ
る
比
込
は
な
い
)
か
ら
、
租
税
債
務
は
存
在
し
な
い
と
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ

所
得
税
を
支
払
っ
た
企
業
の
お
そ
ら
く
大
部
分
は
少
く
と
も
投
資
水
準
を
維
持
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
一
よ
う
な
一
般
的
趨
勢
に
た
い
す
る
こ
っ
白

例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は

m一
の
、
き
わ
め
て
大
き
い
、
分
割
し
え
な
い
資
産
を
有
し
て
い
る
企
業
(
た
と
え
ば
、
単
一
の
オ
フ
ィ
ス

ピ
ル
、
ア
ハ

l

ト
ま
た
は
鉱
山
を
経
営

L
E
い
る
企
業
〉
》
」
新
設
企
業
と
で
あ
る
。
前
者
で
は
資
本
財
投
資
の
一
定
の
流
れ
は
お
こ
り
そ
う
も
な
く
、
償
却
基
金
は
負

債
の
返
還
ま
た
有
価
証
券
投
資
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
企
業
全
体
の
所
得
と
単
一
資
産
か

b
生
ず
る
所
得
は
実
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
か
か
る
企
業
に
お
け
る
租
税
債
務
の
認
識
は
、
ム
ウ
ニ
ッ
ア
の
あ
げ
て
い
る
某
準
が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
適
切
で
あ
る
う
。
他
方
、
後
者

の
場
合
に
は
、
通
常
設
J

仰
の
年
度
に
強
大
な
投
資
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
、
次
年
度
以
降
に
お
い
て
急
速
な
拡
張
が
例
外
的
に
な
き
れ
な
い
か
ぎ
り
、

最
初
白
年
度
の
ま
ま
投
資
は
据
置
酔
れ
る
で
あ
る
う
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
規
則
的
な
投
資
に
移
行
ナ
る
ま
で
は
、
所
得
税
の
期
間
相
互
間
の
配
分
が

必
要

ιな
ゐ
。

と
こ
ろ
で
、
投
資
が
不
規
則
的
に
変
動
す
る
場
合
に
は
、
特
別
な
問
題
が
お
こ
る
。
乙
の
場
合
に
な
し
う
る
取
扱
い
方
は
、
償
却
資
産
へ
の
投
資
を

継
続
的
部
分
と
臨
時
酌
な
部
分
と
に
介
け
、
後
者
に
つ
い
て
白
み
所
得
税
の
期
間
相
互
間
の
配
分
を
す
る
こ
と
で
あ
る
わ
た
と
え
ば
、
全
国
酪
農
品
会

社

(Z己
5
ロ
巳
ロ
E
弓
吋
円
。
山
口

n
z
n司
宮
呂
昨
日
。
国
〕
で
は
、
財
務
諸
表
目
的
に
定
額
法
を
使
っ
た
が
、
所
得
税
日
的
に
は
定
率
法
を
適
用
し
た
の
で
、

一
九
五
五
年
度
連
邦
お
よ
び
カ
ナ
〆
斯
符
税
は
約
二
、
八
五

O
千
ド
ル
減
っ
土
が
、
う
ち
二
、
五

C
C千
ド
ル
は
鋭
則
的
反
値
的
な
投
資
の
超
過
償
却

に
よ
る
租
税
引
下
げ
額
で
あ
る
の
で
、

一
九
五
五
年
度
の
利
益

(OR目
ロ
m
m
)

の
増
加
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
残
り
の
三
五

O
千
ド
ル
は
規
則
的
に
く
り

か
え
さ
れ
る
取
唱
え
を
こ
え
る
投
資
の
超
過
償
却
に
よ
る
減
税
分
で
あ
る
の
で
、
貸
借
対
照
表
白
「
述
邦
お
よ
び
カ
ナ
ダ
所
得
税
引
当
金
」
に
繰
入
れ

急
速
四
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
卦

第
八
十
三
巻

。
七

第
二
号



急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
丹

第
八
十
三
巻

O 
ノ¥

第

E旦

ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
た
分
析
は
、
急
速
税
務
減
価
償
却

ι定
額
減
何
償
却
主
の
併
用
か
ら

ι守
る
組
税
債
務
は
例
外
的
状
態
に
お
い
て
の
み
認
識
す

べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
納
税
市
中
告
書
で
承
認
を
求
め
た
減
価
償
却
と
損
益
計
算
喜
に
示
き
れ
た
そ
れ
と
の
間
の
相
違
の
表
示
は
、

の
ぞ
ま
し
言
報
告
実
務
で
あ
り
、
規
則
的
に
採
用
す
べ
き
で
あ
る
、
上
。

以
上
白
べ
た
よ
う
に
、
ム
ウ
一
↑
ッ
ツ
の
「
必
要
論
批
判
か
ら
出
発
し
た
ダ
ピ
ッ

l
ス
γ
は
、
例
外
的
状
態
に
沿
い
て
の
み
所
得
税

の
期
間
配
分
を
認
め
る
「
例
外
状
態
必
要
論
」
す
な
わ
ち
「
正
常
状
態
不
要
論
に
到
達
し
、
結
局
、
損
益
の
年
度
所
属
む
重
要
な
相

違
が
存
在
し
て
も
所
得
税
の
期
間
配
分
は
の
ぞ
ま
し
く
な
い
と
い
う
一
般
的
命
題
は
、
正
常
状
態
で
急
速
税
務
減
価
償
却
と
定
額
減
価

償
却
が
併
用
き
れ
る
場
合
に
は
モ
の
ま
ま
安
当
す
る
が
、
例
外
的
状
態
で
同
様
白
会
計
手
続
が
と

b
れ
た
場
合
に
は
所
得
税
の
期
間
配

分
は
必
要
で
あ
る
と
修
正
さ
れ
ね
ば
左
ら
な
い
こ
と
を
明

b
か
に
し

τい
る
。

ω
日
目
白
日
『
ロ

E
H品
目
出

E

K
戸

n
gロ
ロ
ロ
ロ
四
間

2
2呂
町
、
J

』
2
。
室
町
宮
崎
同

5

2・
K
戸
閉
口
戸
日
旧
日
叶
・

3

N

叶由
l
N
叶∞

働
問
品
目
。
吋
口
問
吋
広
告
F

E

K

H

R

巴
2
E
O且
口
一
4
2
0
5
t
oロ
自
己
任

o
k
r
z。
E
E。
ロ
丘
町

H
S
R
E
叶

m
M
O
m
J
』

2
Sさ
p
p
m
国富一日。

5

同
一
v
山
田
、

U
匂
一
戸
叫

U

H
∞
口

本
主
で
の
ベ
士
以
外
に
、
ダ
ピ
ッ
ド
ス

ν
は
、
企
業
の
型
を
償
却
資
産
が
年
々
岡
一
単
位
づ
っ
以
符
・
廃
棄
さ
れ
て
、
単
な
る
取
替
え
だ
け
が
お

こ
な
わ
れ
る
「
静
態
企
業
L

K
年
々
一
定
の
成
長
率
を
も
っ
て
拡
張
さ
れ
る
「
成
長
企
業
」
と
の
二
つ
に
分
け
、
税
務
会
計
で
は
罫
再
級
数
逓
減
法
、

企
業
会
計
で
は
定
翻
法
を
用
い
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
税
務
上
の
抽
果
に
つ
い

c
、
仮
設
例
を
も
う
け
て
分
析
を
試
み
て
い
る
。
(
同
守
弘
子
]
V
V
H

叶
?

口
∞
)
し
か
し
、
彼
自
お
こ
な
っ
た
分
析
位
、
ず
で
に
本
研
究
の
第
一
部
「
急
速
税
務
減
価
償
却
の
生
成
と
本
質
」
(
経
済
論
叢
、
昭
和
一
ニ
一
二
年
一

月
号
、
新
叔
)
で
紹
介
し
た
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
分
析
の
亜
流
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
乙
之
あ
た
ら
し
く
採
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、
こ
こ
で
は
割

愛
し
た
。

k
戸
市
門
戸
-



な
お
、
グ
ピ
ッ
ド
ス
ン
は
、

ωの
論
文
発
表
後
間
も
な
く
、
一
九
五
七
年
七
月
号
の
「
会
計
学
研
究
」
に
減
価
償
却
所
得
税
》
成
長
」
と
題

す
る
論
文
を
発
表
L
、
そ
の
最
後
の
茸
「
会
計
上
の
拙
果
」
に
お
い
て
、
「
急
辿
税
務
減
冊
償
却
と
所
得
税
白
期
間
配
分
」
問
題
に
閤
説
し
て
い
る

3
Eロ
弓
ロ
E
~
E
m。
F
E
巴
昌
E
E
E
E
F
F
B自
σ
4
E
n
g
mロ
品
目
】
「
。
話
円
Yζ

』
町
内
。
吉
見
ミ
時
国
E
E
Z
F
H
己
吋
H
C
司、
]
U
H
M
M
O
品
目
。
一
日
・
)
が
、

モ
と
予
一
述
べ
ら
れ
C
い
る
棋
の
日
比
僻
は
、
例
。
論
文
で
展
開
さ
れ
た
論
旨
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
要
約
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
所
得

税
の
期
間
配
分
は
、
利
潤
の
継
続
が
予
測
さ
れ
、
将
来
の
税
率
が
推
定
し
う
る
と
こ
ろ
で
ほ
、
適
切
で
あ
る
う
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
大
多
数
の
企

業
で
は
、
こ
む
よ
う
な
悟
正
は
超
保
守
主
昔
。
典
型
と
な
る
の
も
し
減
価
似
却
法
に
つ
い
て
の
税
務
規
定
が
改
正
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
成
熟
・
静
態

企
業
は
若
つ
の
移
転
利
得
を
い
つ
ま
で
も
慌
持
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
よ
り
典
型
的
な
場
合
で
あ
る
絶
え
間
な
く
(
す
く
な
く
左
も
貨
幣
的
投

資
が
〉
成
長
す
る
企
業
で
は
、
か
か
る
利
得
は
い
つ
ま
で
も
継
続
し
、
か
っ
年
々
増
加
す
る
ロ
税
務
規
定
が
改
正
さ
れ
ず
、
規
則
的
投
資
政
策
が
と

ら
れ
る
と
い
う
こ
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
時
に
は
、
所
得
税
の
期
間
配
分
は
や
る
必
要
は
な
い
、
之
。

四

カ
ナ

rに
ゐ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
臼
特
別
償
却
お
よ
び
加
速
税
務
減
価
償
却
と
本
質
的
に
阿
じ
制
度
が
採
用
さ
れ

τ
い
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
九
五
四
年
以
前
に
沿
い
て
は
税
務
目
的
の
た
め
山
控
除
は
企
業
会
計
に
お
け
る
計
上
額
に
制
限
さ
れ
て
い
た

た
め
、
減
価
償
却
が
納
税
申
告
書
と
財
務
諸
表
と
の
聞
で
食
違
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
己
の
制
限
が
一
九
五
四
年
に
と
り

さ
ら
れ

h
の
で
、
減
価
償
却
の
年
度
所
属
の
相
違
が
重
要
と
た
る
場
合
も
出
て
き
た
。
そ
こ
で
、
己
目
よ
う
な
重
要
な
相
違
士
山
ド
か
に

取
扱
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

c
I
C
A会
計
・
慌
査
研
究
委
員
会
の
「
研
究
公
報
第
一

O
号
」
お
よ
び

C
I
C
A
研
究
主

任

L
j
G
・
マ
ッ
ク
フ
ァ

1
ス
Y
の
解
説
論
文
「
資
本
転
向
問
控
除
と
所
得
税
」
が
「
カ
ナ
タ
公
認
会
計
士
」
誌
上
に
発
表
さ
ん
川
、
さ

b

k
最
近
で
は

E
-
w・
ネ
ッ
タ
ー
が
「
減
価
償
却
と
租
税

1
l理
論
と
実
際
」
と
い
う
論
文
を
発
表
山
、
モ
こ
v
h
h
S
H

て
よ
り
理
論
的

な
接
近
を
試
み
る
と
同
時

K
、
カ
ナ
ダ
に
沿
け
る
実
務
白
現
況
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分

第
八
十
コ
巻

。
九

第

号

五



急
涼
税
務
減
価
償
却
上
所
得
税
の
期
間
配
分

第
八
十
三
巻

。
第

Ff 

プて

残
念
な
こ
と
に
は
、
手
も
と
に
右
心
資
料
が
な
い
の
で
詳
細
な
紹
介
は
な
し
え
な
い
が
、
ア
メ
リ
々
に
お
い
亡
同
様
の
問
題
に
つ
い

て
実
証
的
研
究
を
お
こ
た
っ
て
い
る
ノ
1
月
・
ウ
ェ
只
タ
ン
大
学
助
教
授
J
・
H
・
不
イ
ヤ

l
ズ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
「
会
計
土
雑

品
」
に
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
そ
れ
に
し
た
が
い
問
ぽ
撮
影
を
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
研
究
公
報
第
一

O
Hと
に
よ
る
と
、
会
計
・
監
査
研
究
委
員
会
は
、
あ
る
年
度
目
租
税
支
払
額
が
企
業
会
訂
上
の
減
価
償
却
と
い

ち
じ
る
し
く
相
迫
し
た
資
本
費
用
控
除
〔
税
務
土
の
減
州
償
却
)
が
お
こ
た
わ
れ
た
後
で
計
算
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
回
収
侭
限
度
と
し

て
、
財
務
諸
表
の
脚
注
に
当
該
ノ
置
の
和
税
節
減
額
な
ら
び
に
過
年
度
目
節
減
累
積
額
を
表
示
す
べ
き
こ
と
を
要
請
し
、
つ
ぎ
に
よ
り

好
ま
し
い
手
続
と
し
亡
、
あ
る
年
度
に
資
本
費
用
控
除
に
よ
っ
亡
節
減
さ
れ
た
租
税
に
相
当
す
る
金
額
を
収
益
か
ら
前
受
収
益
へ
振
替

え
る
こ
と
を
推
奨
し
℃
い
る
。

と
こ
で
租
税
節
減
簡
を
未
払
費
用
と
し
と
取
扱
わ
ず
に
、
前
受
収
益
と
し

τ記
録
し
て
表
示
ナ
ベ
き
こ
と
が
好
ま
し
い
方
法
と
し
て

す
す
め

b
れ
て
い
る
む
け
は
、
節
減
さ
れ
た
租
税
は
将
来
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
租
税
で
は
な
く
し
て
、
企
業
会
計
上
白
減
価
償
却
が

資
本
費
用
控
除
よ
り
も
大
き
く
な
る
年
度
白
損
益
計
算
に
算
入
さ
れ
る
収
益
で
あ
る
と
み
ら
れ
亡
い
た
か

b
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
米
払
費
用
法
と
前
受
収
益
法
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
租
税
の
期
間
配
分
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。

で
は
ど
う
し

τ、
右
の
よ
う
に
風
変
り
な
「
必
要
論
」
を
「
不
要
論
」
で
薄
め
た
上
う
在
首
尾
一
貫
し
玩
い
「
研
究
公
報
第
一

O
号
L

が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
の
こ
の
間
白
事
情
は
、
不
Y

タ
l

b
よ
び
Y

ッ
ク
ス
フ

/
l
ス
ン
に
よ
る
と
、
づ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
b
、

「
正
常
状
態
不
安
論
」
が
会
計
士
に
よ
っ
て
強
力
に
押
出
さ
れ
た
た
め
、
モ
れ
に
従
っ
て
脚
注
に
よ
っ
て
午

度
租
税
節
減
額
お
よ
び
過
年
度
純
累
積
額
主
表
一
目
す
る
己
と
が
要
請
さ
れ
、
ま
た
前
受
収
諮
法
に
よ
る
所
得
税
白
期
間
配
分
は
各
種
白

異
論
の
折
衷
案
と
し

τ採
用
さ
れ
た
目
で
あ
る
、
と



こ
心
よ
う
に
「
会
計
研
究
公
報
第
一
O
弓
」
の
形
成
過
程
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
正
常
状
態
不
用
論
L

が
か
た
り
の
勢
い
を
も
っ

て
い
た
と
い
う
経
緯
は
、
そ
の
ま
ま
実
務
の
中
に
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
公
認

会
計
士
協
会
が
お
こ
な
っ
た
一
九
五
五
年
度
会
社
報
官
書
白
調
査
に
よ
る
と
、
調
査
会
社
中
七
O
%
は
い
出
な
る
報
告
も
せ
ず
、
八
%

は
企
業
会
計
上
白
減
価
償
却
と
税
務
会
計
上
の
そ
れ

ιは
同
一
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
た
が
、
両
者
が
相
違
す
る
こ
と
を
表
一
泊
し
て
い

た
会
社
白
う
ち
半
分
は
脚
注
表
一
一
小
を
し
、
四
分
の
一
が
未
払
費
用
法
、
残
り
白
四
分
の
一
が
前
受
収
益
法
を
そ
れ
ぞ
れ
採
用
し
、
所
得

税
白
配
分
を
h
d
己
た
っ
て
い
た
。

ω
カ
ナ
ダ
で
は
、
九
四
九
年
の
所
得
税
改
ー
に
よ
り
、
改
正
所
得
税
規
則
第
一
一

C
C
(
4
〉
条
に
、
税
務
上
問
除
を
う
け
る
た
め
に
は
「
資
本

費
問
控
除
は
勘
定
帳
簿
〔
一
五
帳
]
に
表
示
さ
れ
、
〔
財
務
〕
諸
表
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
条
引
が
設
け
ら
れ
た
が
、
金
目
土
な

ど
が
強
力
に
そ
れ
に
反
対
し
た
結
果
、
一
九
五
心
年
そ
れ
は
修
正
を
う
吋
、
一
九
五
四
年
遂
に
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
.
右
の
よ
う
な
制
限
規
定
は
、

現
在
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
ひ
ス
エ

l
デ
γ
な
ど
で
お
こ
は
わ
れ
て
い
る
。
(
口
問
45ω
。F
芯
位
唱
毘
〕

NC同
i
N
0
8

川
w
n
H
n
h
f
c
g
B
5
2
。
ロ
〉
日
目
黒
E
m
自
民
』
ロ
日
ロ
出
岡
田
自
由
目
y
t
問。
ω何回日
HH
出
巳
E
Mロ
足
。

E
J
F
2
2
0ロ
日
目
宮
戸
品
目
席
目
。
P

a
m

口
m
H
E
m
-
n。
且
』
=
。
司
自
民
o
m
E邑
阿
国
内
OHσ
寸
m
M
o
m
J
口町
aahRM誕
百
V

ぬ立ぬ崎市一九九』町内
E
誌宮司
F
口
m
p
H
C山
AF
ロ
匂
臼
AU
同

E
Z巳
ぴ
吋
句
。
足
、
3RNN

OH
』
2
。一E
H
E
n
F
冨
向
島
呂
田
・

]U閉
包

『

州
制
開
仏
当
日
山
詞
町
0
3
0
p
t
口
一
品
目
。
E
P自
白
血
斗
員
g
l
j
p
g
q
富
山
司
片
山
の
民
no--首

E
E
R出
N
S
Q
Eユ
ミ
邑
』
h
E
R走
塁
町
、
口
o
n
H回
日
戸

唱
団

E
E
U
四
日
百
品

σ叫
守
一
氏
、
志
向
円
』
2
0喜
吉
君
子
匝
』
vhH]
日呂田
wHU
記

川
明
司
¥
・
】
OE出
国
宮
古
E
U
E
K
F
R
O
H日
早
邑
〉
目
。
1FNm巴
自
民
ロ
E
3
2
2
E
H
Mロ
自
己
〉
ロ
ロ
ロ
己
問
。
旬
。
同
宮
古

u
H
E
E
E
G
¥
』
2
E邑
s

g

旬
。
『
・

HU出
mw
匂

]
v
m
N
日
間

急
速
税
務
耐
仙
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分

軒
八
十
二
巻

t品

口
乃

L 



急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分

第
入
h
l
三
岳

第
二
号

ノ¥

五

こ
れ
ま
で
長
々
と
の
ペ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
必
要
論
」
「
不

要
論
」
お
よ
び
「
正
常
材
態
不
要
論
」
と
い
う
三
つ
の
解
件
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
で
は
そ
れ
ら
の
中
で
W
ず
れ

が
正
解
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
正
常
状
態
不
」
要
論
」
で
あ
る
。
、
も
ち
ろ
ん
、

「
正
常
状
態
不
要
論
」
に

賛
成
す
る
論
者
が
多
い
か

b
、
多
数
決
に
し
た
が
う
方
が
不
難
で
あ
る
と
回
む
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
与
え

b
れ
た
紙
数
は
残
り
少
く
な

づ
た
が
、
以
下
簡
単
に
「
必
要
論
」
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り
「
正
常
状
態
不
要
論
」
が

E
解
た
る
己
と
の
一
祉
明
を
試
み
て
み
よ
う
。

「
必
要
論
」
者
は
所
得
税
白
期
間
配
分
を
必
要
と
寸
る
根
拠
を
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
の
初
期
に
節
減
さ
れ
た
所
得
税
は
後
期
白
追

徴
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
に
相
殺
さ
れ
る
と
い
う
点
に
も
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
特
別
償
却
と
事
ち
が
い
、
急
速
税
務
減
価
償
却
は
つ

ぎ
つ
ぎ
と
取
得
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
償
却
資
産
に
永
続
的
に
適
用
し
う
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
初
期
に
節
減
さ
れ
た
所
得
税
は
相
殺
さ
れ

ず
、
真
由
減
税
と
な
る
場
合
の
方
が
か
な
り
多
く
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
所
得
税
が
節
減
さ
れ
た
時
点
に
沿
い
て
、
将
来
そ
れ
が
相
殺
さ

れ
る
か
否
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
作
業
で
あ
る
。
た
ぜ
な
ら
、
か
か
る
仕
事
は
推
定
以
上
に
出
る
も
の
で
は
な
W
か
b

で
あ
る
。
こ
こ
に
将
来
に
た
い
す
る
主
観
的
予
測
が
入
り
こ
む
己
と
を
排
除
す
る
「
不
要
論
」
が
登
場
す
る
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
左

が
ら
、
発
生
主
義
会
計
は
モ
も
そ
も
が
過
去
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
予
測
を
前
提
に
し
注
げ
れ
ば
成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

「
客
観
的
主
観
性
」
ま
で
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
税
が
将
来
相
殺
さ
れ
る
見
込
が
な
い
正
常
状
態

で
は
、
モ
白
期
間
配
分
を
排
除
し
、
相
殺
さ
れ
る
期
待
が
一
応
た
し
か
な
例
外
状
態
に
お
い
て
の
み
そ
れ
を
お
己
な
う
べ
き
で
あ
る
。

* 
小
論
は
昭
和
三
一
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
交
日
企
機
関
研
究
に
よ
る
研
究
成
呆
の
一
部
で
あ
る
。


